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   東中の歴史と思い出に残る第 50回記念体育祭 
 今年度初めての学校行事を、やっと行うことができました。毎日の学校生活や授業も大

切だけど、やっぱり行事は子どもたちを生き生きと活動的にし、たくさん成長する機会と

なりました。クラスで団結する大縄跳びや学級対抗リレー、先輩と後輩と協力して行うレ

ク種目や色別リレー、そして、ダンスが得意でも苦手でもみんなで心と身体を合わせる応

援。どれも、すぐにうまくいくものではなく、練習を重ねて協力し合って成長していきま

した。２年生のみんなは、勝ち負け以上に大切なものを得て、来年度の体育祭に向けてど

うすればよいかを先輩たちの姿から学ぶことができました。 

子どもたちの活躍を直接見ることができなかった保護者の皆様に、少しでもと思い、今

回の学年会は写真と生徒の作文を中心にいたしました。写真は白黒で見えにくいものもあ

ると思いますが、２年生の頑張りが少しでも伝わり感じていただけると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【体育祭作文】 

体育祭の中にも、たくさんの「挑戦と貢献」がありました。一人ひとりの体育祭への思

いや成長、来年度へ向けての決意が作文にこめられています。 

 

今年の体育祭で思ったことは、色別練習のときに色長・

団長さんたちを見て、練習の内容を考えていて、私もそう

いう３年生になりたいと思いました。ダンスも全部考えて

いて、すごく大変なのに全部決めていて去年はふつうにお

ぼえようと思ってやっていたけど、今年は「３年生ががん

ばってつくったダンスをおぼえよう」という気持ちでやっ

ていました。去年と今年は気持ちが違うと感じました。今

年は、３年生の頑張っている姿を見て変わったと思いま

す。最初は３年生の思いに気づかず練習に参加していたけ

ど、だんだん３年生の思いを知って３年生たちにとって体

育祭は最後で、３年生になって最初の行事だから、３年生

たちのためにがんばって 1 位になりたいと思ってがんば

りました。３位だったけど、すごく楽しくて、いい思い出

になりました。だけど、本当は少しくやしいきもちもあっ

て、どこかでやりきれていないところがあると思いまし

た。この気持ちや今年学んだことを来年に生かせればいい

かなと思います。今の３年生たちのようになれるようがん

ばりたいです。来年もいい思い出になるように、今年みた

いな体育祭にしたい。今年以上にいい体育祭をできるよう

にがんばりたいです。（３組） 

今年の体育祭は去年以上にとても楽しい体育祭になり

ました。今年は応援部門で優勝、競技部門で準優勝できた

のでよかったです。今年は、リレーに２回出たのでちょっ

と緊張したけど、リレーに負けなくてよかったです。学ん

だことは３年生の体育祭に対する真剣な態度です。仲間が

走っているときに声をからすぐらい声を出していたとこ

ろです。今年は、優勝してやるという強い思いで挑みまし

た。来年は、今年の３年生のように後輩をリードしていけ

るようにしたいです。まだ、文化祭があるので、文化祭で

は１組が賞をすべて取るつもりで、がんばっていきたいで

す。来年は、学年全体で声を出して、どのクラスが優勝す

るか誰も分からないような体育祭にしていきたいです。文

化祭でも体育祭で出した声を上回るぐらいに声を出した

いです。来年はトリプル優勝をしたいと思います。 

自分は自分の出たハリケーンで１位を取れたことがと

ても嬉しかったです。大岩先生の作戦がマッチしたことで

１位をとれました。色別練習のときに、大岩先生に「この

グループが一番上手いよね。」と言われたのがとても嬉し

かったです。大岩先生、内田先生、白組の担当の先生方、

３年生ありがとうございました。来年こそはトリプル優勝

できるようにがんばります！（１組） 

今年の体育祭は最下位になってしまったが、最高なもの

になったと思います。昨年は引っ張られていた側でした

が、今年は一つ学年が上がり３年生を支えるのと１年生を

引っ張るという二つの役割がありました。来年最高学年に

上がり、今年の三年生がやっていたことから学んだことを

活かして来年の体育祭に挑んでいきたいと思いました。三

人縄跳びは１年生と３年生と協力する競技で自分は１年

生をリードできたのではないかと思いました。今年まだ挑

戦できなかったことを来年最後の体育祭で挑戦し、１年生

と２年生を引っ張っていき「このクラスでよかった。この

クラスが一番楽しかった。」と思える体育祭にしたいです。

これからの文化祭も楽しめる最高な文化祭を目指したい

です。（４組） 

１年生に引き続きコロナウィルスの影響で、競技内容で

はあまり接触しないものが多かったり、今年は雨の影響で

１時間遅く始まったりと、普通とは違う体育祭でした。で

も、昨日降ったとは思えないほど晴れてくれて、本当によ

かったと思いました。当日に欠席者が出て急きょリレーに

出ることになり、バトンパスの練習もしていなければ誰に

渡すのかも分からない状態で、リレーに出ました。それで

も前の子と後ろの子とかが「大丈夫」「できるよ」とはげ

ましの言葉をくれて、とても救われました。その結果、白

組女子１位というすばらしい順位を取れてとても嬉しく

思いました。 

私は常任委員なので、いろいろ準備があり、あまり自分

の席に行けなかったのですが、遠くからでも、白組の応援

が聞こえてきて、本番の声量はバッチリだな～と思ってい

ました。まぁいろいろあってハリケーンになり、予行と同

じように１位をとりたいなと思っていた先、ほかの組に結

構な差をつけてゴールできて本当に嬉しかったです。応援

では、全力の力をふりそそいで、きれいにおどることと、

大きな声で歌うを心がけてやったら、なんと…応援 1位と

いう結果になり、本当に心から嬉しかったです。応援は力

を入れていたので、みんな本当に嬉しそうでした。競技の

順位は準優勝と全てにおいて上位で入れたので今年の体

育祭は最高でした！！来年もこんな体育祭をつくれるよ

うにしっかりしていきたいと思いました。（１組） 

 

 



東魂のメンバーと一緒にいたときが一番楽しかったで

す。２人の先輩には特にお世話になったので、僕は来年こ

の先輩方のようなすばらしい先輩になりたいと思ってい

ます。頼れる先輩でときには優しくときには真剣になる心

強い先輩、何事にも一生懸命がんばる勇ましい後輩、全て

のことをやり抜く頼もしい後輩、それと自分を含めての４

人で東魂の板メンバーでした。このメンバーで競技を行え

てとてもうれしかったです。 

できなかったこととしては、主に大縄で結果は１位だっ

たけれども、やり残したことがたくさんありました。１年

生の各グループがあれだけ頑張っていたのに、２年生が期

待にこたえることができなかったこと。３年生にいいとこ

ろを見せられなかったので、来年でできるようにしたいと

思っています。順位的にはよかったけれども、やり残した

ことがあるので、５：５ぐらいだと自分は思っています。

もう一つのできなかったことは、応援です。自分の席や応

援合戦のときにあまり声を出すことができなかったこと。

隣のクラスメイトがめちゃくちゃ声を出しているのに、自

分が声を出してないのがとても恥ずかしかったです。来年

はこの 200 倍ぐらいは声を出して、１年生や２年生をお

どろかせたいです。また、閉会式の生徒会長の話が強く心

に残っています。 

僕はこのように今回の体育祭でいろいろなことを学び

考えたり思ったりしたので、来年はこれをすべていかすた

めに、応援団になろうとも思っています。なので、来年の

体育祭ではプライドを捨てて、いつもの自分とは違ったよ

うなものにしたいと思います。（５組） 

ぼくは「２年生はサンドウィッチの具に例えられる」と

いう先生の言葉を最初はあまり理解していませんでした。

しかし、体育祭練習の中で、その意味がわかりました。三

年生についていくだけでなく、一年生のフォロー、色全体

を盛り上げなければならないのだということです。なの

で、レク練習の時などは他学年とのコミュニケーションを

大切にしました。そうすることで、上下関係がありながら

も気軽に接することができました。体育祭本番では、種目、

学年関係なく全力で応援しました。自分たちの種目で応援

されて、やる気が出てきたからです。みんなでほめてチー

ムを盛り上げたことで、この行事を楽しむことができたと

思います。ただ、練習、本番共に三年生にとても迷惑をか

けていたと思います。話し声が止まらない、話を聞かない、

ふざけて勝手な行動をするなど、二年生として引っ張って

いく立場としてありえないことが起きていました。それで

も、三年生は何度も呼びかけ注意してくれていました。来

年、最高学年になったとき、自分たちも同じことができる

ようになりたいです。本番が終わった後、先生から話があ

りました。それは体育祭での目に余る行動のことでした。

「何故、あたり前のことができないのが、しないのか、そ

んなようでは、この結果を喜べない。」とおっしゃってい

ました。それには、自分が恥ずかしくなりました。注意し

ながらも、少しだけ心当たりがあったからです。来年は二

度と同じことを言われないように努力しようと思います。

そして、何よりも楽しく来年の体育祭が終われるようにし

たいです。（２組） 

人生で２度目の体育祭。最初でも無く、最後でもないこ

の行事では様々なことを学ぶことができました。私はその

中のいくつかを振り返っていきたいと思います。 

まずは「取り組み方」についてです。前文にも書いたと

おり、初めてではないため、昨年より早く行動ができ、競

技や応援に前回よりも積極的にできました。 

 次に「挑戦」についてです。私は１年生のとき「新トラ

イアスロン」に出ていました。なので、やり方を知ってい

るため、またそれにしようと思いました。けれど、１学期

に誰かに「いろんなことに挑戦しろ」と言われたのを思い

出して、３人縄跳びにしました。「挑戦」というのは簡単

なことではありません。色んなことに挑戦する人は勇気が

あるなと思います。また、その勇気以上にたくさんの苦労

が後ろからのしかかると私は思っています。私は過去にた

くさん挑戦する人が成功するのも見ましたし、それ以上に

失敗した人も多く見ました。「挑戦」という単語に少し後

ろめたさがありますが、私は新しいことに挑戦することが

できました。 

 最後に私はこの体育祭を通してたくさんのことを学び

考え行動にうつしたことがたくさんありました。来年は中

学校でする人生最後の体育祭。さっきも書いたとおり「挑

戦」は大変です。ですが、その大変さを乗り越えた後の達

成感を味わうこともできました。この気持ちを忘れずに、

次につなげたいです。（３組） 

 

【おまけ・10 月 30 日の創立 50 周年式典会場】 

 

体育館から吊り下げられてる飾りは生徒全員で作成しました。 



 

 

 

 

 
 

今月の学年だよりの発行が遅くなって、ご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。 


